
令和９年度 盛岡市立高等学校 入学者選抜
特色入学者選抜 自己アピールカード

１ 中学校までの活動で、最も努力を重ねたものについて記入してください。
① 種類を１つだけ選択してください。（記号に○をつけ、〔 〕内に記入する）

ア 部活動 部名〔 〕 イ 生徒会活動 ウ 資格取得

エ 校外での活動 種類・所属団体名等〔 〕

② ①で選択したものについて、「成果」または「活動内容」を記入してください。成果のうち大会
成績等は最上位の１つだけとし、正式名称を記入してください。（２つ目以降の内容は無効とします）

③ ②で記入したものが「成果」である場合は以下を記入してください。なお、不備や不足がある場
合は成果として認定しないことがあります。

主催団体 実施日 認定日 令和 年 月 日

以下は大会等の場合のみ記入してください（各予選がない箇所は記入不要です）。実施日は最終試合日とします。

会 場

予選(地区) 実 施 日 令和 年 月 日

予選（県） 実 施 日 令和 年 月 日

予選 ブロック 実 施 日 令和 年 月 日

［記入上の注意］１．この様式はホームページからダウンロードできます（http://www2.iwate-ed.jp/mor-c/）

２．黒ボールペン・自筆で記入してください（コピーの提出は不可）。
３．＊の欄は記入しないでください。

中学校名 志望学科
○をつける

普通特進・普通・商業

ふ り が な
氏 名 受験番号 ＊

様式：志１（Ａ４判縦型）
（表面）〜〜 盛盛岡岡市市立立高高等等学学校校授授業業料料等等条条例例（（抜抜粋粋）） 〜〜

第４条（入学考査料の納付方法）

高等学校に入学を出願する者は、入学考査料を入学願書に添えて納付しなければならない。

第６条（授業料等の減免）

２ 市長は、経済的事情により就学が困難で特に必要があると認めた者に対しては、入学考査料及び入学料

を免除することができる。

附 則

４ 第４条及び第５条の規定にかかわらず、市長は、次に掲げる災害により甚大な被害を受けたと認めた者

に対しては、入学考査料及び入学料を免除することができる。

東日本大震災（平成 年３月 日に発生した東北地方太平洋沖地震及びこれに伴う原子力発電所の

事故による災害をいう。以下同じ。）

平成 年台風第 号による災害

令和元年台風第 号による災害

令和７年２月 日に発生した強風による災害

〜〜 盛盛岡岡市市立立高高等等学学校校入入学学考考査査料料等等のの免免除除にに関関すするる規規則則（（抜抜粋粋）） 〜〜
第２条（免除の基準）

条例第６条第２項の規定による入学考査料等の免除を受けることのできる者は、学資を主として負担し

ている者の属する世帯の収入の著しい減少があった者とする。

２ 条例附則第４項の規定による入学考査料等の免除を受けることのできる者は、次の各号（平成 年台風

第 号又は令和元年台風第 号による災害に係るものにあっては第１号、第３号又は第４号、令和７

年２月 日に発生した強風による災害に係るものにあっては第１号、第２号又は第４号）のいずれかの被

害を受けた者とする。

住居（学資を主として負担している者の住居を含む。以下同じ。）の全壊又は半壊

住居の全焼又は半焼

住居の流失

学資を主として負担している者の属する世帯の収入の著しい減少

警戒区域（東京電力株式会社福島第一原子力発電所において発生した事故に関し平成 年４月 日

において原子力災害対策特別措置法（平成 年法律第 号）第 条第２項の規定により読み替えて

適用される災害対策基本法（昭和 年法律第 号）第 条第１項の規定に基づき設定された警戒区

域をいう。）内に存する住居からの立退き又は計画的避難区域（原子力規制委員会設置法（平成 年

法律第 号）附則第 条の規定による改正前の原子力災害対策特別措置法第 条第３項の規定に基

づき、平成 年福島第一及び第二原子力発電所事故に係る原子力災害対策本部長が、同日付けで避難の

ための計画的な立退きを行うことを指示した区域をいう。）内に存する住居からの避難のための立退き

第３条（免除の申請）

入学考査料等の免除を受けようとする者（以下「申請者」という。）は、入学考査料等免除申請書に次

の各号に掲げる者の区分に応じ、当該各号に定める書類を添えて市長に提出しなければならない。

前条第１項に規定する者 同項に規定する収入の著しい減少があったことを証する書類その他市長が

必要と認める書類

前条第２項に規定する者 同項各号（平成 年台風第 号又は令和元年台風第 号による災害に係

るものにあっては同項第１号、第３号又は第４号、令和７年２月 日に発生した強風による災害に係る

ものにあっては同項第１号、第２号又は第４号）のいずれかの被害を受けたことを証する書類その他市

長が必要と認める書類

第４条（免除の決定及び通知）

市長は、前条の申請書を受理したときは、その内容を審査し、入学考査料等を免除することを適当と認

めたときは免除の決定をし、入学考査料等免除決定通知書により、入学考査料等を免除することを不適当

と認めたときは入学考査料等免除不承認通知書により、当該申請者に通知するものとする。



（裏面）

２ １で記入したことについて、具体的な取り組み内容と、そのことでどのような力が身についたかを、文
章で述べてください。

３ 本校を志願する理由は何ですか。高校入学後に力を入れて取り組みたいこと、将来の目標についても触
れながら、文章で述べてください。




